


















































Cry j 1で刺激し、サイトカイン(11.-4， IL-5， IFN-r)産生量を測定した。予防治療群では経過中
にスギ花粉症の発症を認めなかった。一方、経過観察群では32名中7名にスギ花粉症が発症した。 IL-1の
産牛.量は経過観察群においては花粉飛散期に増加、また症状を認めたものでは花粉飛散期にIL-5の産体.
増加も認めたが、予防治穣群ではサイトカインの産生はいずれも季節性変化を認めなかった。
この成績より、無症候性スギ花粉症患者に対する予防的免疫繰法はスギ抗原刺激下での末梢血!lt-核1j(か
らのIL-4産生を仰制し、花粉症の発症を予防しうることが示唆された。
以上のことより本論文は免疫療法が今後も増加すると考えられるスギ花粉症患者数を抑制する有力な一
手段となりうる可能性を不した点で意義が高いと思われ、よって本研究は博士(医学)の学位を授与する
に値するものと判定された。
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